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平成 27年 12月期 中間決算短信（平成26年 12月 7日～平成27年 6月 6日） 

平成27年7月15日 

上場取引所 東証 

フ ァ ン ド 名 Simple-X NYダウ・ジョーンズ・インデックス上場投信 
コ ー ド 番 号 1679                                                                     
連 動 対 象 指 標 ダウ・ジョーンズ工業株30種平均 
主 要 投 資 資 産 投資信託証券 
売 買 単 位  10口              
管 理 会 社 シンプレクス・アセット・マネジメント株式会社  URL http://www.simplexasset.com/       
代 表 者 名  代表取締役社長  水嶋 浩雅 
問合せ先責任者 業務本部     山口 節一  ＴＥＬ (03)5208－5211 
 
半期報告書提出予定日 平成27年9月4日 
 
 

Ⅰ ファンドの運用状況 
 

 

１．27年6月中間期の運用状況（平成26年12月7日～平成27年6月6日） 
 
(1)資産内訳                                      （百万円未満切捨て）  
 主要投資資産 現金・預金・その他の資産

（負債控除後）  
合計（純資産） 

金額    構成比   金額   構成比    金額    構成比
 
27年6月中間期 
26年12月期 

百万円   ％ 

1,210  （100.0）
1,585  （100.2）

百万円   ％

0  （ 0.0）
△ 3  （△0.2）

百万円    ％

1,210  （100.0）
1,581  （100.0）

 
 
(2)設定・解約実績 
 

前計算期間末 
発行済口数(①) 

設定口数(②) 解約口数(③) 
当中間計算期間末 

発行済口数 
（①+②-③） 

 
27年 6月中間期 

千口  

77  
千口 

0  
千口 

20   
 

千口

57  

 
 
(3)基準価額 
 総資産 

（①） 
負債 
（②） 

純資産
（③(①－②)）

10口当たり基準価額 
（（③/当中間計算期間末（前計算期間末） 

発行済口数）×10） 
 

27年 6月中間期 
26年12月期 

   百万円 
1,215 
1,585 

    百万円

4 
4 

    百万円

1,210
1,581

        円
212,430
205,350

 
 
２．会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更  無 
② ①以外の変更   無 
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Ⅱ 中間財務諸表   

（１）【中間貸借対照表】 

（単位：円）

 
第 5期 

(平成 26 年 12 月 6 日現在) 
当中間計算期間末 

(平成 27 年 6 月 6 日現在) 

資産の部 

流動資産 

コール・ローン 256,189 4,300,980

投資信託受益証券 1,580,627,578 1,210,159,886

親投資信託受益証券 4,479,481 580,117

未収利息 - 12

流動資産合計 1,585,363,248 1,215,040,995

資産合計 1,585,363,248 1,215,040,995

負債の部 

流動負債 

未払収益分配金 1,078,000 -

未払受託者報酬 469,016 392,243

未払委託者報酬 937,974 784,421

その他未払費用 1,674,477 3,029,319

流動負債合計 4,159,467 4,205,983

負債合計 4,159,467 4,205,983

純資産の部 

元本等 

元本 703,395,000 520,695,000

剰余金 

中間剰余金又は中間欠損金（△） 877,808,781 690,140,012

（分配準備積立金） 9,684 9,684

元本等合計 1,581,203,781 1,210,835,012

純資産合計 1,581,203,781 1,210,835,012

負債純資産合計 1,585,363,248 1,215,040,995

 



         Simple-X NY ダウ・ジョーンズ・インデックス上場投信（1679）平成 27 年 12 月期中間決算短信            

3 

 

（２）【中間損益及び剰余金計算書】 

（単位：円）

 
前中間計算期間 

(自 平成 25年 12 月 7 日 

至 平成 26 年 6 月 6 日) 

当中間計算期間 

(自 平成 26年 12 月 7 日 

至 平成 27 年 6 月 6 日) 

営業収益 

受取配当金 4,402,368 1,911,226

受取利息 71 2,474

有価証券売買等損益 105,906,782 △1,885,237

為替差損益 6,303,106 45,141,096

営業収益合計 116,612,327 45,169,559

営業費用 

受託者報酬 463,780 392,243

委託者報酬 927,501 784,421

その他費用 3,069,145 3,121,664

営業費用合計 4,460,426 4,298,328

営業利益又は営業損失（△） 112,151,901 40,871,231

経常利益又は経常損失（△） 112,151,901 40,871,231

中間純利益又は中間純損失（△） 112,151,901 40,871,231

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う中間純損失金額の分配額（△） 
- -

期首剰余金又は期首欠損金（△） 695,684,000 877,808,781

剰余金増加額又は欠損金減少額 - -

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
- -

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
- -

剰余金減少額又は欠損金増加額 - 228,540,000

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
- 228,540,000

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
- -

分配金 - -

中間剰余金又は中間欠損金（△） 807,835,901 690,140,012
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（３）【中間注記表】 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 
  
  
1.有価証券の評価基準及び評価方法 投資信託受益証券 

 移動平均法に基づき、投資信託受益証券の基準価額で評価しております。 

  親投資信託受益証券 
 移動平均法に基づき、親投資信託受益証券の基準価額で評価しております。 

2.デリバティブ取引等の評価基準及び

評価方法 
為替予約取引 
 原則としてわが国における計算期間末日の対顧客先物売買相場の仲値で評価して

おります。 
3.その他財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項 
外貨建取引等の処理基準  
 外貨建取引については、「投資信託財産の計算に関する規則」(平成 12 年総理府令

第 133 号)第 60 条及び第 61条にしたがって処理しております。 
  
（中間貸借対照表に関する注記） 
  
  

区分 
第 5期 

(平成 26 年 12 月 6 日現在) 
当中間計算期間末 

(平成 27年 6月 6 日現在) 
1. 信託財産に係る期首

元本額、期中追加設定

元本額及び期中解約

元本額 

    

    期首元本額 995,715,000 円期首元本額 703,395,000 円

    期中追加設定元本額 0円期中追加設定元本額 0円

    期中解約元本額 292,320,000 円期中解約元本額 182,700,000 円

2. 受益権の総数   77,000 口  57,000 口
  
（中間損益及び剰余金計算書に関する注記） 
  
  

項目 
前中間計算期間 

(自 平成 25 年 12 月 7 日 
至 平成 26年 6 月 6 日) 

当中間計算期間 
(自 平成 26 年 12 月 7 日 
至 平成 27 年 6 月 6 日) 

その他費用   主に印刷費用、上場関連費用

及び監査費用等であります。
    同左   
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（金融商品に関する注記） 

金融商品の時価等に関する事項 
  
  

       項目 

第 5期 
(平成 26 年 12 月 6 日現在) 

当中間計算期間末 
(平成 27年 6 月 6 日現在) 

1.中間貸借対照表計上額、時価及びその

差額 
 貸借対照表計上額は期末の時価で計上

しているためその差額はありません。 
 中間貸借対照表計上額は中間期末の時

価で計上しているためその差額はありま

せん。 
2.時価の算定方法 (1)有価証券 (1)有価証券 

   「注記表（重要な会計方針に係る事項に

関する注記）」に記載しております。 
 「中間注記表（重要な会計方針に係る事

項に関する注記）」に記載しております。

  (2)デリバティブ取引 (2)デリバティブ取引 

   該当事項はありません。 同左 

  (3)上記以外の金融商品 (3)上記以外の金融商品 

   上記以外の金融商品（コール・ローン等）

は、短期間で決済され、時価は帳簿価額と

近似していることから、当該金融商品の帳

簿価額を時価としております。 

同左 

3.金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明 
 金融商品の時価には、市場価格に基づく

価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算出された価額が含まれております。

当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件

等によった場合、当該価額が異なることも

あります。 

同左 

  
（有価証券に関する注記） 
該当事項はありません。 

  
（デリバティブ取引等に関する注記）  
取引の時価等に関する事項 
  
  
該当事項はありません。 

  
  
  
  
（１口当たり情報に関する注記） 
  
  

第 5 期 
（平成 26 年 12 月 6 日現在） 

当中間計算期間末 
（平成 27年 6 月 6 日現在） 

1 口当たりの純資産額 20,535 円 1 口当たりの純資産額 21,243 円 

 


